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一
．
会
頭
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
新
庁

舎
内
覧
会
と
安
田
侃
さ
ん
の
彫

刻
「
意
心
帰
」
の
除
幕
式
が
あ
り
、

出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
ま
で
は
穏
や
か
な
天

候
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
、

年
明
け
の
四
日
ま
で
雪
が
降
り
続

け
て
、
皆
さ
ん
も
朝
か
ら
晩
ま
で

雪
か
き
に
追
わ
れ
て
い
た
か
と
思

い
ま
す
。
新
庁
舎
は
地
元
企
業
の

十
九
社
で
施
工
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど

の
大
型
物
件
は
公
募
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
十
九
社
に
つ
い
て
は
、

ど
こ
の
発
注
に
つ
い
て
も
公
募
に

対
す
る
資
格
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
、
非
常
に
う
れ
い
し
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
岩
見
沢
市

の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
月
十
六
日
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
使
用
期
限
を
迎
え
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
地
元
企
業
の
換
金

率
が
六
十
三
％
近
く
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
と
同
じ
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
総
額
十
三
億
円
が
市

内
で
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
プ

レ
ミ
ア
ム
建
設
券
に
つ
い
て
も
予

想
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た

た
め
市
に
要
望
し
十
一
億
円
を
発

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
総
工
事
費

は
約
十
八
億
円
に
な
り
ま
す
。
新

庁
舎
の
建
設
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
・
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
を
合
わ

せ
る
と
百
億
円
が
岩
見
沢
市
で

回
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
が
地
域
経

済
を
立
て
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
様
々

な
情
報
を
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
会
員
の
新
規
入
会
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
役
員
・
議
員
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
職
員
の
努
力
の

お
か
げ
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
第
二
十
九
期

の
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。
第

二
十
九
期
の
締
め
く
く
り
と
し
て

全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

二
．
総
会
付
議
事
項

　

・
上
半
期
事
業
実
施
状
況

　

・
上
半
期
各
会
計
収
支
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令和３年分所得税・消費税の申告について

【No.480】

所得税の確定申告の受付が２月16日（水）から始まりま
す。申告には国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」やｅ-Ｔａｘが便利です。

青年部が渋沢栄一の絵本を寄贈
青年部波田野会長、宮谷筆頭副会長が「お金の大切さを伝
える絵本」を岩見沢市教育委員会に寄贈しました。市内
小中学校と図書館に配布される予定です。

中小企業のための法律講座
今月号はテレワークを導入する際に陥りやすい問題や、
対面ではない文章でのやり取りで気を付けるべき点を弁
護士が詳しく解説します。

今年のドカ雪まつりはオンライン開催です
オンライン開催にあたり、ゆきだるま・雪像・雪遊びの
コンテスト作品を募集しています。景品もありますので
ぜひご応募ください。

岩見沢商工会議所だより
Iwamizawa Chamber of Commerce and Industry

’22.2

2
ページ

4
ページ

3
ページ

6
ページ

Topics

令
和
三
年
度
　第
一
回

臨
時
議
員
総
会

一
月
七
日
に
ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

〜
令
和
三
年
度
上
半
期
事
業
実
施
状
況
・

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　上
半
期
各
会
計
収
支
を
承
認
〜

令
和
三
年
度
　第
一
回

臨
時
議
員
総
会

一
月
七
日
に
ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

〜
令
和
三
年
度
上
半
期
事
業
実
施
状
況
・

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　上
半
期
各
会
計
収
支
を
承
認
〜

開会の挨拶をする松浦会頭
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令
和
三
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
が
二
月
十
六
日

（
水
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
に

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や

ｅ

-

T
a
x
が
便
利
で
す
。

税
務
署
の
申
告
会
場
に
お
越
し

の
際
に
は
、
感
染
防
止
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
及
び
確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
閉

庁
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
）
は
、

税
務
署
で
の
確
定
申
告
相
談
・
受

付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
成
し
た

確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵
便
や
信

書
に
よ
る
送
付
又
は
税
務
署
の
時

間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
確
定
申
告
会
場
へ

の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」が
必

要
で
す
。

▼
各
会
場
で
当
日
分
を
配
布

　

翌
日
以
降
の
入
場
整
理
券
の
配

布
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
事
前
発
行

　

国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

「
友
だ
ち
追
加
」
し
、
来
場
希
望
日

等
を
選
択
し
て
申
込
。

※
入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
整
理
券
の
配
布
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
告
及
び
納
付
期
限

■

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税

　

三
月
十
五
日
（
火
）

　

【
振
替
日
（
口
座
引
落
日
）

�

四
月
二
十
一
日
（
木
）】

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

三
月
三
十
一
日
（
木
）

　

【
振
替
日 

（
口
座
引
落
日
）

�

四
月
二
十
六
日 

（
火
）】

◎
申
告
会
場
・
受
付
時
間

■
申
告
会
場

　

岩
見
沢
税
務
署

�

（
二
条
東
四
丁
目
五

−

一
）

■
受
付
時
間

　

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　

な
お
、
岩
見
沢
商
工
会
議
所
で

も
申
告
書
作
成
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、ｅ

-

T
a
x
で

の
申
告
や
電
子
帳
簿
保
存
へ
の
対

応
等
、
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は

六
十
五
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
先
》

岩
見
沢
税
務
署

�

（
二
二

−

〇
八
一
〇
）

岩
見
沢
商
工
会
議
所

�

（
二
二

−

三
四
四
五
）

所
得
税
、消
費
税
の

申
告
と
納
税
に
つ
い
て

さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
！

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
を
！

令
和
三
年
分

岩
見
沢
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

2022年（令和４年）４月１日から
パワーハラスメント防止措置が事業主の「義務」となります！

≪職場におけるパワーハラスメントの防止のために講ずべき措置≫

　事業主は、以下の措置を必ず講じなければなりません。

■事業主の方針等の明確化及びその周知・啓発
　①  職場におけるパワハラの内容・パワハラを行なってはならない旨の方針を明確化し、労働者

に周知・啓発すること。
　②  行為者について、厳正に対処する旨の方針・対処の内容を就業規則等の文書に規定し、労働

者に周知し・啓発すること。

■相談に応じ、適切に対処するために必要な体制の整備
　③相談窓口をあらかじめ定め、労働者に周知すること。
　④相談窓口担当者が、相談内容や状況に応じ、適切に対応できるようにする。

■職場におけるパワーハラスメントに係る事後の迅速かつ適切な対応
　⑤事実関係を迅速かつ正確に確認すること。
　⑥速やかに被害者に対する配慮のための措置を適正に行なうこと。
　⑦事実関係の確認後、行為者に対する措置を適正に行なうこと。
　⑧再発防止に向けた措置を講ずること。

■その他併せて講ずべき措置
　⑨  相談者・行為者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、その旨労働者に周知

すること。
　⑩  相談したこと等を理由として、解雇その他不利益取扱いをされない旨を定め、労働者に周知・

啓発すること。

パワーハラスメントは、社員の勤労意欲を減退させ、組織の正常な業務運営が妨げられます。事前に予防の
取り組みをし、経営リスクを減らしましょう！掲載
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会員事業所NEWS

岩
見
沢
商
工
会
議
所
で
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定

し
緊
急
時
に
行
う
行
動
指
針
を
ま

と
め
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
B
C
P

の
策
定
を
検
討
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
企
業
が
自
然
災

害
、大
火
災
、テ
ロ
攻
撃
な
ど
の
緊

急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に
お
い

て
、
事
業
資
産
の
損
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事

業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を

可
能
と
す
る
た
め
に
、
平
常
時
に

行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に
お
け

る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手

段
な
ど
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画

の
こ
と
で
す
。
何
も
備
え
を
行
っ

て
い
な
い
企
業
で
は
、
事
業
の
復

旧
が
大
き
く
遅
れ
て
事
業
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
復
旧
で

き
ず
に
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
り

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
り
、
濃
厚

接
触
者
と
な
り
、
入
院
や
自
宅
待

機
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

事
業
所
の
事
業
継
続
に
支
障
を
及

ぼ
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
経
済
活
動
を
維
持
す
る
た
め

に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
・
点
検
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

事
業
所
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る

場
合
に
は
、
専
門
家
派
遣
等
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



問
合
先

当
所　

指
導
金
融
課

電
話　

二
二

−

三
四
四
五

１月12日（水）岩見沢商工会議所青年部波田野会

長、宮谷筆頭副会長は子どもにお金の大切さを伝

える絵本「おかねってなあに？」を岩見沢市教育委

員会に寄贈しました。

渋沢栄一が主人公となってお金について様々な

視点で解説する内容となっており、日本初の商工

会議所を設立した渋沢栄一が新一万円札の肖像画

に選ばれたのを記念に日本商工会議所青年部が寄

付を募って作成しました。

絵本は市内小中学校と図書館に各1冊ずつの計

27冊配布される予定です。

波田野会長は「将来を担う子どもたちに読んで

もらい、経済発展に結びつけば」と話し、三角教育

長は「子どもの時から、お金の成り立ちを学ぶのは

非常に大事。とてもありがたいです」と感謝の意を

伝えました。

岩見沢商工会議所青年部

渋沢栄一の絵本を寄贈 Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）の

策
定
を
支
援
し
ま
す

〜
岩
見
沢
商
工
会
議
所
も

　
　
　
　
　

  

策
定
し
ま
し
た
〜

寄贈した波田野会長と宮谷筆頭副会長

十勝産小豆を使用した『あんこ』や定番の『クリーム』、甘さたっぷり
の『チョコ』の他、『チーズ』のおやきも販売中！また、期間限定メ
ニュー（５月末まで）の『お好み』『抹茶』も好評です。焼き立てアツ
アツの「おやき」は最高においしいですよ！さらに、特別メニューで
「おしるこ」も販売中です。しばらくはテイクアウトのみとなります
のでご了承ください。

２月末まで！おやき10個入り1,100円！

「おみやげセット」 販売中！
今回特別に「あんこ５個」「クリーム５個」をセットにした
「おみやげセット」を特別価格1,100円で販売中！２月末
までの期間限定価格です。是非お買い求めください！

あったかい「おやき」はいかがですか？　電話予約もOKです！

【所在地】岩見沢市３条西３丁目
【営業時間】11:30 ～　売り切れ次第終了
【定休日】毎週日曜日
【TEL】23-2745
【URL】https://www.facebook.com/oyakikikusuidou

おやきの　菊水堂
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例
年
二
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

ま
す
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド

カ
雪
ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
（
第

三
十
二
回
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
駅

東
市
民
広
場
公
園
で
の
開
催
を
取

り
や
め
、
市
民
の
皆
様
が
お
う
ち

で
楽
し
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
三
種
類
の
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
賞
品
を

沢
山
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
概
要

◎
三
種
類
の
コ
ン
テ
ス
ト

　

・
雪
だ
る
ま
・
雪
像
・
雪
遊
び

◎
募
集
期
間

　

二
月
十
一
日
（
金
）
正
午
ま
で

◎
参
加
方
法

　

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
写
真
・

　

動
画
）】

　

【
メ
ー
ル
（
写
真
の
み
）】

　

【
郵
送
、
持
参
（
写
真
の
み
）】

（
詳
細
は
観
光
協
会
、
お
よ
び
ド

カ
雪
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

③
審
査
結
果
発
表　

　

二
月
十
二
日
（
土
）

　

ド
カ
雪
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
生
放
送
で
発
表
し
、
岩

見
沢
市
観
光
協
会
で
賞
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

■
Ｗ
Ｅ
Ｂ
生
放
送

◎
配
信
日

　

二
月
十
二
日
（
土
）

◎
配
信
媒
体

　

岩
見
沢
市
観
光
協
会Y

o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
びF

a
c
e
b
o
o
k

※
配
信
時
間
や
企
画
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
決
定
次
第
ド
カ
雪
ま
つ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
い
た
し

ま
す
。

《
問
合
先
》

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
有
明
町
南
一
番
地
一　

岩
見
沢

市
観
光
協
会
内
）

　

電
話　

二
二

−

三
四
七
〇

雪による建物の損害の多くは
　 火災保険の補償対象となります

積雪が多い時期を迎え、建物の損壊が起こる危険性があります。雪によって屋根や壁が損壊した場合
は、ご加入の火災保険等で保険金等の対象となっていることが多くあります。ご加入の保険等の内容
を確認し、申請漏れのないようにしてください。
《岩見沢商工会議所が取り扱っている「北海道火災共済」も雪害に対応しています！》

ご確認
ください！

岩見沢商工会議所窓口にAEDを設置しました！
～ 窓口の正面玄関側に設置しています ～

★心室細動は、処置までに１分遅れるごとに生存確率が10％低下
☆AEDは音声ガイドが使用方法を案内してくれるので誰でも使用可能

健康経営コーナー

道内自治体で唯一!!
岩見沢市のAEDの取組み
①AED設置場所と有効性の周知
②全国AEDマップへの登録推進
③AEDの貸し出し、救命講習の開催

全国AEDマップとは
パソコンやスマートフォンから近くのAED
設置場所を確認できます。
（岩見沢市内には現在298施設あります）
AEDを設置されている事業所はぜひ岩見沢
市と全国AEDマップ（日本救急医療財団）へ
ご登録を!!

AEDで助かる命
～あなたしか救えない命～

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

ド
カ
雪
ま
つ
り

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）の
ご
案
内

第
三
十
二
回
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日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
十
二
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

十
二
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
十
五
・
八
（
前
月
比

プ
ラ
ス
五
・
三
ポ
イ
ン
ト
）。
日
常

生
活
の
回
復
に
伴
う
外
出
機
会
の

増
加
や
一
部
自
治
体
に
よ
る
需
要

喚
起
策
の
効
果
に
よ
り
客
足
が
増

え
る
飲
食
・
宿
泊
業
を
中
心
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
業
の
回
復
が
続
く
ほ

か
、
小
売
業
で
は
衣
料
品
の
需
要

に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
製
造
業
を
中
心
に
依
然
と

し
て
幅
広
い
業
種
で
、
部
品
供
給

制
約
に
よ
る
納
品
遅
れ
、
原
油
価

格
を
含
む
資
源
価
格
や
鉄
鋼
な
ど

の
原
材
料
費
の
上
昇
な
ど
の
コ
ス

ト
増
加
が
続
い
て
い
る
。
加
え
て
、

活
動
正
常
化
に
伴
う
人
手
不
足
も

発
生
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
景

況
感
は
回
復
基
調
が
続
く
も
の
の
、

力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

十
八
・
〇
（
今
月
比
▲
二
・
二
ポ
イ

ン
ト
）
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
国
・
自

治
体
の
支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
年

末
年
始
の
商
戦
を
契
機
と
し
た
個

人
消
費
拡
大
や
国
内
の
観
光
需
要

回
復
な
ど
へ
の
期
待
感
が
う
か
が

え
る
。
一
方
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
感
染
拡
大
と
活
動
制
約
を
懸

念
す
る
声
に
加
え
、
部
品
供
給
制

約
の
長
期
化
や
円
安
、
資
源
価
格

の
高
止
ま
り
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
に
よ
る
人
件
費
増
な
ど
の
コ
ス

ト
上
昇
圧
力
の
継
続
、
仕
入
価
格

上
昇
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
か
ら
、

先
行
き
の
不
透
明
感
が
高
ま
り
、

慎
重
な
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
。 

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
す
べ
て
の

業
種
で
改
善
と
な
っ
た
。
各
業
種

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ

ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
地
域
の
公
共
工
事
の

受
注
競
争
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

売
上
は
悪
化
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

発
生
に
よ
り
外
国
人
技
能
実
習
生

の
入
国
再
開
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
人
材
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
」（
管
工
事
業
）、「
住

環
境
を
見
直
す
消
費
者
か
ら
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
依
頼
が
多
く
、
売
上

は
増
加
。
た
だ
し
、
受
注
を
受
け

て
も
給
湯
器
や
ト
イ
レ
な
ど
の
品

不
足
に
よ
り
完
成
遅
延
が
発
生
し

て
い
る
」（
一
般
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
中
国
向
け
は
減
産
の

影
響
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
国

内
で
の
自
動
車
製
造
に
つ
い
て
は

半
導
体
不
足
の
影
響
が
緩
和
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
一
部
売
上
が
回
復
し

て
い
る
」（
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
製
造

業
）、「
原
材
料
の
仕
入
価
格
の
高

騰
が
著
し
い
。
油
脂
は
今
年
度
五

回
目
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
取
引
先
と
価
格
交
渉
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
分
受
注
量
が
減

少
し
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
」（
菓
子
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
好
天
に
よ
り
生
育
が

順
調
で
出
荷
量
が
増
加
し
た
葉
物

野
菜
の
価
格
が
下
落
し
て
い
る
ほ

か
、飲
食
店
向
け
の
受
注
が
伸
び
て

お
り
、
売
上
・
採
算
と
も
に
改
善
し

た
」（
農
産
物
卸
売
業
）、「
大
手
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
挽
回
生
産
に
よ

り
、
受
注
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
売

上
は
改
善
」（
自
動
車
関
連
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
活
動
回
復
は
緩
や
か

で
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
の
来
客
数

は
な
い
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア

や
食
料
品
売
り
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
よ
り
来
店
客
を
確
保
し
、
売

上
は
改
善
」（
百
貨
店
）、「
行
動
制

限
解
除
に
よ
る
人
出
の
増
加
や
例

年
よ
り
低
い
気
温
に
よ
り
冬
物
衣

料
の
売
上
が
好
調
。
一
方
、
食
料

品
の
仕
入
価
格
は
上
昇
し
て
い
る

た
め
、
収
益
確
保
に
苦
戦
し
て
い

る
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）

 【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
県
内
の
観
光
需

要
喚
起
策
の
効
果
が
大
き
く
、
宿

泊
客
が
増
加
し
、
売
上
は
改
善
。

今
後
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
状

況
が
不
安
材
料
で
は
あ
る
も
の
の
、

観
光
需
要
喚
起
策
の
期
間
延
長
と

対
象
拡
大
に
よ
る
一
層
の
客
数
増

加
に
期
待
し
て
い
る
」（
宿
泊
業
）、

「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー

に
よ
る
売
上
が
引
き
続
き
好
調
。

店
内
飲
食
に
つ
い
て
も
、
少
人
数

の
団
体
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
宴

会
の
予
約
が
入
り
始
め
て
い
る
」

（
飲
食
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

21年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

先行き見通し
１月〜３月

全産業 ▲24.1 ▲29.4 ▲33.2 ▲28.9 ▲21.1 ▲15.8 ▲18.0

建 設 ▲18.2 ▲20.9 ▲18.7 ▲22.1 ▲18.2 ▲16.3 ▲17.8

製 造   ▲9.7 ▲12.5 ▲18.1 ▲14.7 ▲13.7   ▲9.3 ▲14.9

卸 売 ▲28.3 ▲30.7 ▲35.0 ▲32.1 ▲20.8 ▲11.6 ▲19.7

小 売 ▲37.6 ▲44.4 ▲48.0 ▲42.2 ▲35.2 ▲30.0 ▲25.1

サービス ▲28.9 ▲37.9 ▲43.8 ▲34.8 ▲18.9 ▲12.5 ▲14.9

主催：（公社）北方領土復帰期成同盟
主管：北方領土復帰期成同盟
　　　　　　　　　　空知地方支部

領土返還を
求める国民の
強い意志を
署名に託そう
　１月21日から２月20日までの間、岩見沢
コミュニティプラザ１階ホール内にて署名
コーナーの設置並びに北方領土写真展を開
催しております。
　皆様の署名のご協力をお願い致します。

「北方領土は
　　日本固有の
　　　　領土です」
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テ
レ
ワ
ー
ク
の
思
わ
ぬ
落
と
し
穴

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
新
年

が
明
け
て
、
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
社
会

に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
る
か

ら
こ
そ
我
々
と
し
ま
し
て
も
よ
り

一
層
皆
様
の
一
助
に
な
り
た
く
存

じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
、
そ
し
て
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
等
の
普
及
に
伴
い
、
多
く
の

企
業
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
者

の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
開
始
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
①
テ
レ
ワ
ー
ク

勤
務
の
利
用
対
象
者
や
申
請
方
法
、

②
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
者
の
労
働
時

間
に
つ
い
て
、
③
テ
レ
ワ
ー
ク
勤

務
者
の
勤
務
方
法
、
④
テ
レ
ワ
ー

ク
勤
務
時
の
費
用
負
担
や
手
当
に

つ
い
て
、
就
業
規
則
や
テ
レ
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
で
定
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
労
働
時
間
の
算

定
方
法
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
生

じ
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
（
例

え
ば
労
働
者
を
常
時
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
た
場
合
に
は
、
時
間
管
理

が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
事
業

場
外
み
な
し
労
働
時
間
制
（
労
基

法
三
八
条
の
二
）
の
適
用
が
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）
注
意
が
必
要

で
す
。

さ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
時

間
や
空
間
の
制
約
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
柔
軟
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
や
通
勤

時
間
の
削
減
に
よ
り
時
間
を
効
率

的
に
運
用
で
き
る
等
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

他
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
テ

レ
ワ
ー
ク
特
有
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
か
ら
ず
存
在
し
ま
す
。
テ
レ

ワ
ー
ク
特
有
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
で
の
や

り
取
り
の
際
に
、
対
面
で
会
話
を

す
る
と
き
の
よ
う
な
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
伝
わ
り
に
く
い
こ
と
、

ウ
ェ
ブ
会
議
の
際
に
、
参
加
者
同

士
の
や
り
と
り
が
し
づ
ら
い
こ
と
、

職
場
と
い
う
「
公
」
の
空
間
と
自

宅
と
い
う
「
私
」
の
空
間
が
混
在

し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議
中
に
子

供
の
声
が
入
っ
て
し
ま
う
、
自
宅

の
様
子
を
参
加
者
に
見
ら
れ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
「
公
」
へ
の
「
私
」

の
介
入
や
「
私
」
へ
の
「
公
」
の
介

入
が
生
じ
得
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

例
え
ば
、
業
務
の
進
捗
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
際
、「
頼
ん
で
お

い
た
〇
〇
、ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

と
い
っ
た
質
問
を
す
る
こ
と
が
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
口
頭
で
あ

れ
ば
柔
ら
か
く
伝
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
特
に
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
や
メ
ー
ル
な
ど
を
用
い
た
場
合

に
は
、
文
章
で
の
や
り
と
り
に
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
文
章
の
や

り
と
り
で
は
、
言
外
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
伝
わ
り
に
く
く
、
詰
問
し
て

い
る
よ
う
に
も
怒
っ
て
い
る
よ
う

に
も
読
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
文
面
や
読
み
手
に
よ
っ
て

は
、
責
任
を
必
要
以
上
に
追
及
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
、
パ
ワ
ハ
ラ
で

あ
る
と
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
（
な
お
、
パ
ワ

ハ
ラ
と
は
、
職
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
、
業
務
上
必
要

か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の

に
よ
り
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
）。
そ
の
よ
う
な
誤
解

を
避
け
る
た
め
に
は
、
特
に
文
章

の
や
り
と
り
で
は
「
で
す
ま
す
」

調
を
用
い
た
り
、
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
記
載
す
る
な
ど
の
丁
寧
な
表

現
を
心
掛
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ち
早
く
リ
ア
ル
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
普
通

で
あ
る
情
勢
に
戻
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。

記
事
協
力

弁
護
士
法
人

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士　

馬
場　
　

聡

　
　
　
　

小
熊　

克
暢

法
律
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

Go To Eat北海道お食事券　まん延防止等重点措置適用に伴い
「利用条件変更」「販売・利用期間延長」しました

販売期間

利用期間

1月31日月 

2月28日月 

2月25日金まで延長
3月25日金まで延長

Go To Eat 北海道お食事券の使用期限・販売期間につきましては、ホームページを
ご覧ください。 https://gotoeat-hokkaido.jp/ Go To Eat 北海道

利用
条件

※店内利用制限期間が変更された
　場合は、販売・利用の期限を
　変更する場合があります。

テイクアウト、デリバリーのみ
店内利用はできません。

1月27日木～2月20日日

まん延防止等
重点措置の
適用期間中


